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Abstract: Ludwig van Beethoven continued to compose piano sonatas over about 40 years during his 
57-year lifespan. Rather than composing them en masse during a limited period of his career, he 
continued composing throughout most of his life. All sonatas composed by Beethoven, from his early 
works to his late, have a certain interconnectedness, and continued to evolve and develop. Beethoven 
took the form of the sonata, which was to a certain extend given shape to and established by Mozart and 
Haydn, and used it for new and varied forms of experimentation, adding to it his own unique 
techniques and notation forms, which he development over the years to suit the age in which he lived, 
and perfected his own form of sonata.
Beethoven’s lifetime was also a period that saw major transitional developments in the piano. 
Although the piano is an instrument that has seen repeated improvements to this day since its invention 
at the beginning of the 18th century, in his lifetime Beethoven saw revolutionary leaps in the 
development of the instrument, including the expansion of its tonal range and the invention of pedals. 
Beethoven was blessed in terms of environment in that he was always provided with the latest 
contemporary piano types of the time. This fact, in addition to having a major influence on his musical 
creativity, is important in that when exploring Beethoven’s piano creations one cannot separate them 
from developments involving the instrument itself.
The present paper focuses on three ornaments (the trill, pralltriller, and turn) and sforzando (sf) 
specified in Beethoven’s piano sonatas, calculates their ratio in each sonata, and uses the results of the 
concrete numerical data to explore his approach to the sonata creation process.
Ornaments and the notation of dynamics had been an essential part of the musical composition 
process since the Renaissance. These changed throughout the ages, and different ways of interpreting 
them for performances have emerged, resulting even in differences of opinion among scholars. The trill, 
which is one of these ornaments, is a distinctive feature of Beethoven’s piano sonatas and worthy of 
research. The sforzando as well appears with a relatively high frequency in the body of his piano 
sonatas. While this is thought also to have something to do with Beethoven’s innate temperament, the 
present paper attempts to explore their frequent use. Furthermore, Beethoven’s music is well-known for 
the vibrant dynamism in its notation, but this paper also makes note of the fact that most of his piano 
sonatas included instructions calling for soft or dampened introductions.
The above issues are explored in concrete terms in an attempt to explore and examine Beethoven’s 
approach to composing his piano sonatas.
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いかなであろう。
ピアノは、18 世紀初めに発明され、現在に至るまで
改良発展し続けてきた楽器である。
現在においても様々な研究や試みがなされ、構造・
1.?????
L. v. Beethoven（以下、Beethoven と記す）のピア
ノ音楽について探究する際に、ピアノ・フォルテ（以
下、ピアノと記す）の変遷について触れないわけには
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ソナタは、元々カンタータと区別するために器楽曲
という意味を持ち、最初は一定の形式を持ってはいな
かったが、やがてヴァイオリンのために書かれるよう
になり、そして時代の経過と共に一定の型を持つよう
になったのである。モーツァルトやハイドンが確立し
たソナタ形式を、Beethoven は独自の創造性を織り込
み、新しい試みを次々に行いそれを発展させ、完成に
至らしめたのである。彼の時代以降は、ソナタ形式は
さらに自由度が高まり、それまでの形式定義には納ま
らなくなっていき、次第に衰退の道を歩んでいったの
である。
?2?Beethoven????????????
Beethoven が最初に作曲を試みたのは 1782 年（22
才）頃である。その翌年には 3 曲のピアノ・ソナタを
出版している。この 3 曲のピアノ・ソナタは作品番号
がないために彼の 32 曲のピアノ・ソナタ曲集には入っ
ていないが、後々の彼の作品に見られる構成面や調性
面、モティーフなど、あらゆる面においての試みがな
されている作品群である。
ネーフェ、ハイドンのもとで対位法や和声学といっ
た作曲の基礎理論を学ぶと同時に、ピアニストとして
も活動する中で彼のピアノ作品は次第に増えていっ
た。しかも、学び取ったそれらを独自の作曲方法に融
合し、当時の常識では考えられなかった構成やアイデ
アを盛り込み、発表していったのである。4 楽章制で
書かれること、協奏曲にあるようなカデンツァ楽句を
取り入れること、第 2 楽章においては当時の常識で
あった平行短調を用いず、その下属調にいくこと、導
入部を冒頭部分に取り入れることなど、斬新な手法で
独自の創作路線を歩み築いていくのである。
4 楽章制で書かれているものには最初の 3 曲のソナ
タ、op.10-3、op.22 などの初期の作品には多く見られ、
カデンツァの楽句は op.2-3 に取り入れられ、調性の平
行短調の下属調にいく例としては op.13、op.31-2、
op.57 といった傑作の短調ソナタを挙げることができ
る。また交響曲においても第 5 番と第 9 番でそれが認
められる。op.13 には導入部が取り入れられているが、
このことはすでに 15 年前に作品番号のないソナタの
中で試みられていたことなのである。
Beethoven が作曲家としての活動に本格的に力を入
れることになった 1800 年（30 才）頃からは、さらな
る革新を起こしていく。その背景には交響曲、弦楽 4
重奏曲、バレエ音楽などの完成や初演、そしてその成
功により、世の中でも作曲家として高く評価されて
いった時期である。
彼はピアノ・ソナタにおいてもより個性を主張する
傾向が強まり、再び 4 楽章制を復活させたり、変奏曲
材質においても進化をし続けている楽器である。その
過程の中でも、特に Beethoven が生きた 18 世紀後半
から 19 世紀前半に至る時代に、ピアノは大きな変遷期
を迎える。その中にあって、彼はその生涯の大部分に
おいてピアノ・ソナタを書き続け、それまでにモーツァ
ルトやハイドンによって築き上げられてきたソナタ形
式を独自の手法や書法により発展させ、ピアノが次々
と改良され発達変遷していく中で、その楽器の持つ特
性を最大限に活用し、独自のソナタに対する理念を完
成させたのである。
本論では、彼のピアノ音楽の中でも生涯を通して書
き続けたピアノ・ソナタに焦点を当てる。
まず、ソナタというものを解説した上で、ピアノ変
遷の中での彼のソナタ書法の発展過程を探り、またそ
の区分法を創造期と楽器変遷の 2 つの面から見ていこ
うと考える。
次に、楽曲にはなくてはならない装飾音、また彼の
作曲書法上の特徴の 1 つであるスフォルツアンド（そ
の音を特別に強くする意。以下、sf と記す）を各ソ
ナタにおける比率として算出し、具体的に表され
た数値とソナタ冒頭に書かれた強弱記号により、
Beethoven の創作意図と彼の求めたピアノ・ソナタへ
の理念を探り、考察する。
Beethoven のピアノ・ソナタにおける特徴には様々な
ものがあり、また発展過程での斬新な試みも多くある。
それらを全て取り上げた状態で相対的に考察すること
が理想的な形ではあるが、本論文においては装飾記号
と sf に的を絞って論じ、考察することを目的とする。
2.???????????????
?1????????
ソナタ形式は、本来器楽曲の主要形式である。あら
ゆる室内楽と交響曲は、ソナタ形式によって支配され
ていると言っても過言ではない。
ソナタとは、大きな多楽章による楽曲を意味し、多
くの場合、その中の少なくとも 1 つの楽章はソナタ形
式で書かれている。比較的大きな両端の楽章とその間
に概ね 1 つか 2 つの比較的小さな中間楽章があり、こ
の中間楽章はリート的要素と舞踏的要素を使用するこ
とが多い。中間楽章が 1 つであればその性質は緩徐的
なものであり、2 つの場合には、それにメヌエットか
スケルツォが加わる。
次に、基本的なソナタの型を示す。
1）アレグロ（ソナタ形式）
2）アンダンテかアダージョ
3）メヌエットかスケルツォ
4）アレグロ（ソナタ形式かロンド形式、または変奏
曲形式）
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ノ・ソナタを書き続けていることに着眼すると、ピア
ノ・ソナタこそ彼の音楽の原点であり発展であり、全
ての中心であることが十分にうかがえる。
?3?Beethoven?????????????????
Beethoven の生涯と、ピアノの躍進的発達の時期と
はちょうど重なる。ピアノは、彼の時代に音域やハン
マー・アクション、そしてペダルなど、改良に改良を
重ね、驚くべき飛躍を遂げ、1830 年代半ばには現在の
ピアノに近いものが現れるのである。Beethoven はま
だ開発途上にあるピアノで創作活動に励んでいたこと
になるが、彼の創作期においてのピアノの発達経緯に
ついては、その楽曲の構成やダイナミクス、また彼の
ピアノ音楽に対する理念においても触れないわけには
いかない。
序論においても記したが、ピアノの正式名称はピア
ノ・フォルテと言い、この楽器は弱音から強音まで自
在に音量を出すことができ、なおかつダイナミクスな
表現を可能にするために、それまでのチェンバロやク
ラヴィコードに比べ、より発展したものとして、イタ
リアのチェンバロ製作家バルトロメオ・クリストフォ
リによって 1709 年に発明された。最初の名称は、クラ
ヴィチェンバロ・コル・ピアノ・エ・フォルテであっ
た。
Beethoven の時代に特に大きな発展が見られたもの
としては、音域の拡大、ダンパーペダルの発明、シフ
トペダル機構の改革が挙げられる。シフトペダル機構
の改革は、打鍵する際に鍵盤全体が横にずれることで
打弦数を減らすものである。打弦の仕組みであるハン
マー・アクションには、ウィーン式（跳ね上げ式）と
イギリス式（突き上げ式）があったが、20 世紀初めに
は殆どのピアノ製作メーカーがイギリス式を採用する
ようになった。これらのアクションを維持しながら、
音域、音色、音量、打鍵の軽量が、ペダルにおいては
膝梃子から足踏みペダルへの改良が 19 世紀の間続行
さ れ る の で あ る。 続 々 と新 機 種 が 登 場 す る 中 で、
Beethoven はピアノ・ソナタを書き続けた。彼が生涯
で使用したピアノは 10 機種以上である。その中でも特
に Beethoven が好んで使用したピアノは、シュタイン
製 5 オクターヴのピアノ、エラール製 5 オクターヴ半
のピアノ、シュトライヒャー製 6 オクターヴのピアノ、
そしてブロードウッド製 6 オクターヴのピアノの 4 機
種である。
それぞれの楽器の特徴を挙げると、シュタイン製の
ピアノは、鍵盤のタッチやアクションは軽めであり、
家庭向きのピアノとして作られていた。エラール製の
ピアノは、4 つのペダルを持ち、当時のウィーンでは
まだ知られていなかった鍵盤全体を横にずらすシフト
形式を取り入れたり（op.26 は、どの楽章もソナタ形
式の楽章を置いていない）、完全な緩徐楽章で始める形
や異名同音調による楽章連結を用いたり（op.27-2）し
て、さらに独自の語法や書法でソナタ形式を発展させ
ていく。
そういう中にあって、弟達に宛てた手紙「ハイリゲ
ンシュタットの遺書」を苦悩の中で書くが、その危機
を強靭な精神力で乗り越え、そのことさえも自らの創
作の糧としていく。op.31 の 3 曲にはフェルマータを
多用し、曲の流れを頻繁に停滞させることや、テンポ
表示の入れ替えを多用することによって、従来のソナ
タ形式の特徴を覆すような作風で書かれている。
難聴という持病を周囲に隠すことができなくなって
きても、Beethoven の創作力は衰えず、オラトリオを
完成し、その苦悩を振り切るかのような精神力で、精
力的活動を展開させていく。ピアノ協奏曲やヴァイオ
リン曲、交響曲を次々に完成させ成功させていく中で、
パリのエラール社から当時の最新型のピアノを贈ら
れ、また新しい手法によるピアノ・ソナタ（op.53）を
完成させる。続けて中期作品の傑作と言われる op.57
を書き上げる。それ以後、ピアノ・ソナタ創作からし
ばらく離れるが、その間オーケストラ作品やピアノ協
奏曲、ヴァイオリン協奏曲、弦楽 4 重奏曲などを次々
と完成させる。そして、op.57 から 4 年後、1809 年（39
才）には 2 楽章の構成による異例の嬰ヘ長調という調
性を用いてピアノ・ソナタを書き上げる。また、ピア
ノ協奏曲 op.73 の冒頭にカデンツァを入れるなど、ピ
アノ・ソナタ以外のジャンルにおいても様々な新しい
試みを続けていくのである。
op.81a においては、各楽章に言葉を添えるという従
来のピアノ・ソナタの形式を打ち破る手法を用いてい
る。女性との別れなど、希望を失った空白の 5 年間を
経てロマン主義的な作風の op.90 を書く。またソナタ
全体を統一する試みが op.101 において行われ、フーガ
的手法も取り入れている。op.106 ではそのフーガを 1
つの楽章にまるごと取り入れ、しかも壮大なスケール
で書いている。変奏的手法とフーガを取り入れること
は、彼の晩年の様式の特徴である。後期作品の特徴を
まとめてみると、モティーフや形式が単純化されてい
くこと、音楽用語以外の言語を楽曲内に多用すること、
トリルが目立って使用されること、変奏的手法が多用
されること、フーガを用いること、音域が上に向かっ
ていく作風であること、各楽章に与えられたモティー
フを使い合うことなどが挙げられる。
最後の 3 つのソナタでは、フーガと変奏の融合もあ
り、Beethoven が追求していたソナタ形式における
フーガと変奏の統合が行われ、至高に達し、それが完
成されるのである。57 年に渡る生涯の中、40 年間ピア
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のであれば、単に年代のみならず、ジャンル別に異な
る様々な事情を考慮し、総合的に作品全体からの視点
を持って考えなければならないという考え方もある。
しかし、重要なことは、区分結果ではなく、どのよ
うな理由に基づいて区分されたのかということであ
る。本論では、その理由を明確にしながら、従来から
言われている 3 区分に 2 つの過渡期を加え、5 つの区
分より Beethoven のピアノ・ソナタを考察してみるこ
ととする。
初期作品は op.2-1 から op.22 までである。この時期
の作品は、ハイドンから学んだことを土台とし、古典
的ソナタの持つ可能性を拡大していった所に大きな特
徴を見いだすことができる。中期以後に出てくる独自
性的特徴も、この初期時期にも多く示唆されている。
彼が作曲への能力と意欲を高揚させていった時期と考
えることができる。当時の交響曲における 4 楽章制を
Beethoven がピアノ・ソナタに導入したことは、正に
新しい試みであった。
次に、いきなり中期に入るのではなく、初期から中
期へ向かう過渡期がある。op.26 から op.31-3 までで
ある。彼が難聴という持病に対する苦悩に強靭な精神
ペダル機構を備えていた。シュトライヒャー製のピア
ノは、構造的には堅牢であり、イギリスやフランスの
ピアノの影響をウィーン式アクションで作り出した楽
器である。そして、ブロードウッド製のピアノは、タッ
チはずっと重く鍵盤も深く沈むので、その音量は大き
く、和音を中心とする曲に適する。速いパッセージを
弾くのにはあまり適していない。
当時の最新型のピアノが常に Beethoven の手元に
あったという事実が、彼のピアノ音楽創作への大きな
エネルギー源であったということは、全く疑う余地が
ないと考える（表 1）。
3.?Beethoven???????????
?1?????????
Beethoven のピアノ・ソナタ創作期における区分に
ついては、様々な解釈により音楽研究者の中でも微妙
な違いがある。概ね、3 期に区分されるものであるが、
その中には複雑な問題もある。彼のピアノ・ソナタは
絶えず「実験的」であり、新しい次なる時期への移行
が他のジャンルよりも早く行われていたとしても不思
議はない。もし、区分が必ず必要なものだと迫られる
? 1　L. v. Beethoven 時代のピアノ
Beethoven が使用した機種、或いはその可能性が高い機種
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た時期である。
そして、1809 年（39 才）からはシュトライヒャー製
の 6 オクターヴのピアノを愛用するようになる。6 オ
クターヴ半の同じシュトライヒャー製のピアノもこの
時期に使用している。op.101 までである。
1818 年（48 才）でブロードウッド製のピアノを手に
入れ、独自性の強い後期作品を次々と書き上げていく。
以上が 4 つの区分である。ピアノ変遷期の真っ只中
で生きた Beethoven は、ピアノ製作者や彼の作曲活動
を支援する貴族より、最新のピアノが贈られたり金銭
的援助を受けていたことにより、ピアノを持つという
ことには大変恵まれた環境にあった。その一方で、当
時の音楽家や音楽愛好家の全てが最新のピアノを所有
していたわけではなく、Beethoven が書いた作品を音
域的な理由から実際には弾くことが不可能であった
り、全ての作品が、様々な面からすぐに受け入れられ
ることができなかった事情もあったのである（表 3）。
4.?????????????? sf
?1????????
音楽においての装飾音は、与えられた楽曲の骨格に
細かい音を付加し、その楽曲に変化のある興趣を添え
るという役割があると考える。
西洋音楽における装飾法は、中世グレゴリオ聖歌に
始まり、音楽の本質に係わる重要な問題であった。
ルネッサンスからバロックを経て古典派に至る時代
においては、演奏者により装飾音を付加されることに
よって初めて生きた音楽となり、楽譜は音楽の骨格を
記しただけのものであった。その装飾音は、楽譜に記
号あるいは小音符で書かれることもあれば、当時の演
奏習慣によって演奏者の判断によって奏されることも
あった。音楽に装飾音を施すことにより、その楽曲の
情緒をかもし出し、重みや強調を加え、音符間をつな
ぎ、生気付けることができたのである。装飾音は、音
節の初めや終わり、または全体を飾りながら、音楽の
3 大要素であるメロディー、リズム、ハーモニー上に
おける変化を与え、楽曲に内在する情緒を引き出すと
いう重要な役割を果たしていると考えられる。
J.S. バッハとパーセルは、自身による装飾奏法を記
力で打ち勝ち、中期の様式を確立するための時期とし
て、成長過程の段階とするのが適当であると考える。
op.49 の 2 曲については、作曲年代が一連の流れに乗っ
ていないことと、Beethoven 自身この 2 曲に関しては
出版の意思がなかったものの、弟カールの独断によっ
て出版社に持ち込まれたという特別な事情があり、ピ
アノ・ソナタ集に加えられたという経緯から、区分対
象として除外する。
中期作品は op.53 から op.57 までである。この 3 曲
の中に op.53 と op.57 の傑作が含まれる。その傑作の
間にある op.54 は 2 楽章制であるが、その完成された
形が最後のソナタ op.111 と言っても過言ではないと
考える。この中期作品の特徴としては、ソナタ形式が
非常に円熟した 4 部構成になっていることである。ロ
ンド形式や変奏形式においても成熟してきている。ま
た、4 楽章制による曲がないというのもこの時期の特
徴である。
そして、後期に入るための過渡期が op.78 から op.90
である。大規模な作品は見られないものの、力強いも
のへの追求、大きな建築構成への追求から平安を得る
ようなものや、形式的にも単純化していくもの、また
身近に感じられるようになるものを Beethoven 自身が
求め始めているかのような時期でもある。旋律性が優
位となっているのも、この過渡期の特徴の 1 つである。
後期作品は op.101 から op.111 までである。各曲と
も、各楽章において様々な形式が用いられている。曲
全体の統一化や、フーガ、変奏を用いる中で、素材は
極めて旋律的である。また、後期作品は個性的であり、
かつ独創的な特徴を持っている（表 2）。
?2???????????
Beethoven のピアノ作品は、彼が使用していた楽器、
またはその時代にウィーンやロンドンで製造されてい
たピアノによって 4 つに分けることができる。
1803 年（33 才）でエラール製のピアノを手に入れる
までは、ウィーンにおいてシュタイン製の 5 オクター
ヴのピアノを使用していた。op.31-3 までである。
エラール製のピアノを手に入れると Beethoven は喜
びに満たされ、op.53 を作曲する。傑作が生み出され
? 2?創作期による区分表 ? 3?ピアノ変遷による区分表
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?2?????????
本論では、Beethoven のピアノ・ソナタに記された
装飾記号のトリル、プラルトリラー、ターンの 3 種を
抜き出し（音符によって書かれた装飾は除く）、各楽章
および曲全体における使用比率を算出する。また、彼
の音楽の特徴の 1 つである sf をも同様に抜き出し、そ
の使用比率を算出する。これらの具体化された数値に
より、Beethoven のピアノ・ソナタ創作における理念
を考察する。さらに、ダイナミクスにおいても各楽章
冒頭に記されている強弱記号を拾い出し、楽曲構成上
の面から、当時のピアノ変遷という観点も交えて彼の
音楽に対する思考を探るものとする。
〈方法〉
・ 楽譜は原典版としての信用性の高い Henle 社のもの
を使用する。
・ トリルは総拍数として算出する。（延べ拍数）
・ プラルトリラーとターンは使用数として算出する。
・	 4 分音符を 1 拍として拍数を算出する。8 分の 6 拍子
に関しては 8 分音符を 1 拍とし、2 分の 2 拍子は 4
分音符を 1 拍とする。
・ トレモロや前打音など、装飾的要素の強いものも
多々あるが、記号によって表わされているものに限
定する。
・ 連続している音型のトリルで、音の高さが異なる場
合でも、記号によってつながっている場合は、1 つ
のものとして考える。また、前打音などで区切られ
ている場合は別なものとして考えることとする。
・ 比率は小数点第 4 位を四捨五入する。
・ 2 重、3 重トリルの場合も、トリルの延べ数にて算出
する。
・ sf は（ ）で記されているものも含む。また、rinf や
sfp も含む。
・ リピート箇所の括弧の中に入っている記号も全て個
別に数える。
・ 算出された数値を％で表す。
・ 冒頭強弱は、強弱記号で記されているものに限定す
る。
以上の方法を踏まえて、各楽章の拍子より全体の拍
数を算出し、装飾記号 3 種と sf の割合を％によって表
すものとする（表 6）。
5.?????
はじめに、op.49 の 2 曲のソナタについてであるが、
これらは op.7 を Beethoven が書いていた頃に弟子へ
の初歩的教材として作曲されたと考えられており、彼
自身この 2 曲のソナタについては出版の意思には至ら
なかったのであるが、後の 1805 年になって弟カールの
独断で出版され、作品番号まで与えられてしまったと
譜し残している。この様に装飾奏法を書き直すことは、
当時、演奏者に奏法が任されていた部分が多い理由か
らも珍しい。しかし、一応は記されているものの、バッ
ハは記されたもの以外にも様々な記号を用いている
し、記された奏法通りに演奏することのできない場合
も多いのである。従って、記されたものを一種の目安
としつつ、前後の音関係を考慮しながら決定しなくて
はならないという難しい問題もあったのである。ただ
し、装飾音符や装飾記号は演奏上において一定のルー
ルはあるものの、その種類と作曲者による表現の仕方
の違い、また時代によっては奏法が一定していなかっ
たり、同名の装飾音符や記号が場合によっては別種を
指していたり、時には例外があったりと、それぞれの
時代において混乱を極めることもあったと考えられ
る。
Beethoven の時代、つまり 18 世紀後半になると、複
雑で誤解されがちな装飾音奏法をできるだけ正確に演
奏者に伝えるために、作曲者は細かく奏法を楽曲内で
記譜する傾向へと変化していく。楽曲の隅々まで装飾
音は書き記され、演奏者による判断や即興性による奏
法は制限される方向へと向かった。固定され、不変的
なものとなり、演奏者が好みにより付加したり除外し
たりできないものとなったのである（表 4，5）。
? 4
? 5
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? 6　（続き）
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? 6　（続き）
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? 6　（続き）
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は「ハンマークラヴィーアのための大ソナタ」と記さ
れていることからも明らかである。最後の 3 つのソナ
タはよく 1 つの群としてとらえられているが、後期ソ
ナタ作品の特徴であるトリルの使用が op.110 におい
てはいささか少ないものの、op.109 と op.111 において
は使用度が高いことが解る。一貫して op.101 から最後
のソナタ op.111 までは、トリル使用頻度の高さが目立
つ。ソナタ作品全体から見ると、大規模な作品と後期
作品においてはトリルが多く用いられていることが読
み取れる。
プラルトリラーとターンに関しては、初期作品以降
はその使用が疎らである。特にプラルトリラーは、op.7
以降は殆ど使用されていない。それに比べ、ターンの
方が疎らであるものの、プラルトリラーよりは使用頻
度が高い。また、ターンは初期作品では op.14-2 を除
いて、全ての作品に使用されている。
装飾記号は、楽曲に変化を与えるのに有効であるが、
前述の事柄から Beethoven はプラルトリラーやターン
よりもトリルを重んじて使用していたことが十分に読
み取れるのである。
3 種の装飾記号をすべて使用しているソナタは、初
期の op.2-2、op.2-3、op.7 と op.13、そして中期への過
渡期の op.31-2 の 5 曲だけである。（op.78 はプラルト
リラーとターンの融合形なので除く。）これらのことか
ら考察すると、Beethoven の「トリル」という 1 つの
装飾法がソナタ全体を通して、重要な位置を占めてい
たということが考えられる。op.106 以降は、装飾記号
として使用されているのは、トリルのみである。また、
数値上からだけでは見えないことではあるが、実際に
は後期作品に入っていけばいく程、1 つのトリルの時
間的な長さが延びていくことも注目すべき点である。
op.106 では 25 拍、op.109 では 24 拍、op.111 において
は 30 拍や 36 拍に渡るトリルが書かれている。数値上
からだけではなく、その長さに関しても Beethoven が
自らの音楽に、トリルの重要性またはその必要性を強
く感じ、表現していたことは、以上の点からも間違い
ないことが解る。
また Beethoven は、ピアノ・ソナタにトリルを多用
することによって、ピアノ機能の変遷が激しい時代の
中にあって、所有する楽器の性能をアピールしたり、
その所有の喜びを音楽の中に取り入れて表したりする
ことにより、独自の音楽性を表現したのである。トリ
ルには、プラルトリラーよりも時間的に長い装飾とな
り、楽曲を華美に彩ることができる魅力や効果がある。
次に、sf であるが、これは彼のピアノ・ソナタには
必ず記されているものである。（op.49 の 2 曲について
は考察対象外であることは前述の通りである。）sf が
Beethoven のピアノ・ソナタの特徴として挙げられる
いう経緯があるため、あくまでも他のソナタと同様に
表すが、本論の考察対象からは除くことをここに明記
する。もう 1 点、各楽章における装飾記号と sf の比率
も数値により表したが、本論では曲全体の数値におい
て考察することとする。全楽章を通して 1 曲であると
いう観点の重要性を大切にした。
まず、装飾記号についてであるが、トリルはソナタ
全曲を通して必ず使用されている。op.90 のみ記され
ていないだけである。数値的には割合少なく感じるが、
1 割を超している op.2-3 は初期ソナタの中でも大規模
な作品である。また、op.31-1 と op.31-3 は Beethoven
が愛用していたシュタイン製のピアノで作曲した最後
のソナタ群であり、op.53 はエラール製のピアノを手
に入れた時の最初の大規模な作品である。
op.106 はブロードウッド製のピアノを手に入れた
時の、彼の作品の中で最も大きなソナタである。これ
? 6　（続き）
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べきであることは十分に解る。その使用比率も 2 割を
超す作品が多い。このことは、彼が生まれながらにし
て持ち合わせていた「てんかん気質」（粘着気質）に関
係しているとも考えることができる。学問的には粘着
気質というのが正しいのだが、この言葉では「しつこ
さ」「熱中性」は連想できても、「攻撃性」「爆発性」な
どはイメージできないので、本論では、あえて「てん
? 7　表 1 ～ 3 及び表 6 のまとめ
かん気質」と記した。
シュトライヒャー製のピアノを愛用している時期
は、若干数値が低いものの、後の愛用 3 機種において
は、その最初の使用曲において高い比率で sf が使用さ
れているし、中期作品の op.53 から op.57 までの 3 曲
においては、かなりの数の sf が使用されている。これ
は、Beethoven が理想とする音や響きに十分答えてく
58
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3 種と sf を、彼の創作過程におれる区分とピアノ変遷
という視点より考察してきたが、彼の作曲書法におい
て時代の流れの中にあったピアノの変遷は、非常に重
要な関わりがあったことが明らかになった。それらは
一見すると当然のことのようにも考えられるが、実際
に装飾記号や sf を比率として数値化し、具体的に年代
に沿って比べてみると、明確なものとなって現れてきた。
Beethoven が作曲をする上で、最新の楽器が手元に
あったという事実も重要なことである。誰もが手に入
れることができるというものではなかったからであ
る。それらの楽器の変遷と彼の創作は決して切り離し
て探求できるものではないことも明らかになった。
もちろん、彼のピアノ・ソナタにおける特徴事項は、
装飾音や sf だけにとどまるものではない。トリルの他
にも変奏形式を多用し、フーガ書法を織り込み、全楽
章を通してそのモティーフを使い合う手法、音楽用語
以外の言語を楽譜上に明記する方法など、自らの体質
や持病、気質からくる特徴も挙げることができる。他
にも、調性との関係や他ジャンル作品との比較など、
研究考察対象を列挙するならば、限りがないであろう。
本論文では、その中の装飾記号と sf に焦点を当てて
考察を試みたのであるが、これは前述の特徴の一端に
過ぎない。しかし、楽器変遷という大変革の中での
Beethoven のピアノ・ソナタ論は、演奏することにお
いても研究することにおいても十分に有益なものであ
ることを確信するものである。
れる楽器が手元にあったことも、その要因として考え
られることである。
しかしながら、各曲の冒頭に与えられた強弱記号に
着眼してみると、p で始まる曲が殆どであることが解
る。op.10-1、op.13、op.79、op.90、op.106、op.111 の
6 曲以外は、p または pp より始めるように指示されて
いるのである。弱音より始まらないこの 6 曲のうち、
4 曲が短調であり、そのうちの 3 曲がハ短調なのであ
る。この調性が、Beethoven にとって劇的な表現の多
い調性であることもまた注目に値する点である。
各楽章の冒頭強弱についても、強音にて始まるもの
は op.57 第 3 楽章、op.78 第 2 楽章、op.81a 第 3 楽章、
op.101 第 2 楽章、op.109 第 2 楽章の 5 つの楽章のみで
ある。ソナタ全曲を通算すると、97 の楽章があり
（op.49 の 2 曲は除く）、その強音から始まる割合は
5.2％であり、弱音から始まるものに比べて格段に少な
いことが解る。これらのことから、Beethoven は sf を
多用しているものの、ピアノ・ソナタとしての楽曲表
現においては、弱音開始による構想を重視していたと
いうことが明らかである。次々と発展を遂げた当時の
ピアノも、美しい弱音が出せるように設計されていた
ものが多かったことも、これらのことの裏付け事項と
しては十分であると考える。（表 7）
6.?????
Beethoven のピアノ・ソナタに明示された装飾記号
? 7　（続き）
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